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スマート農業産地形成実証

リモートセンシングを活用した小麦等共同作業体系の
実用化実証

背景・課題
現行運用している十勝地域組合員総合支援システム（以下：ＴＡＦシステム）

には、多くの圃場情報などの個人情報が結びついているため、これを保護しつつ
第三者も有効に活用できるシステムの構築が求められている。また、人工衛星に
よるNDVIデータをマップ上で閲覧できるが、これらの情報を活用した可変施肥技
術の導入が望まれている。また、小麦収穫・受入時の一部ペーパーレス化を進め
ることで省力化を図るとともに受入データをTAFシステムに結びつけ情報共有する
ことにより収穫現場へのフィードバックや栽培技術改善につなげることが望まれ
ていることから下記の取組を実施する。

①リモセンデータによる可変施肥実証 ②共同収穫作業での情報共有 ③収穫データシェアリング

営農支援ソフト（TAFシステム）

・全圃場の栽培行程を 見える化し、
計画的な作業管理等を実現

・データシェアリング

可変施肥機による肥料の精密散布
（可変施肥対応ブロードキャスター）
（TAFシステム（NDVIマップ））

小麦収穫・受入システムの改善
・ペーパーレス化
・運搬効率の向上
（小麦受入システム）
（TAFシステム）



TAFシステムって？①

パソコン画面 スマホ画面

個別農場情報 ：組勘残高や取引明細を確認できます

農産物生産履歴 ：生産履歴の記帳や提出、農薬情報の検索ができます

土壌･飼料分析結果照会：土壌・飼料分析結果をPDFで確認できます
ＦＡＸお知らせ(一般) ：JAからのFAX文書をPDFで確認できます
ＧＡＰチェック ：GAPチェックリストの管理や記入ができます
乳温遠隔監視 ：乳温情報やエラーの確認ができます

酪畜履歴 ：出生等の報告、繁殖管理情報等の確認ができます

マッピング ：圃場図の管理、衛星や気象データの確認ができます

てん蔵 ：気象情報を確認できます

パソコンやスマホで組勘の

残高確認や各種報告、

生産性向上のための

営農情報確認を

してみませんか？



TAFシステムって？②

組勘残高や取引明細を確認できます。
パソコンではCSV形式で出力することもできます。

個別農場情報

農産履歴WEB 履歴一覧

農産物生産履歴

農産履歴WEB 履歴入力

生産履歴の記帳から提出まで行うこと
ができます。

GAPチェック

従来用紙だったGAPチェックリスト
をWeb上で管理・記入できます。

十勝型GAP GAP入力

酪畜履歴

授精や出生等の各種報告
や個体情報、
繁殖管理情報等を確認で
きます。
個体異動報告（出生・導入・
売廃・死亡・耳標発注）

は国及びNOSAIにも報
告されます。



新機能：可変施肥マップ作成機能

基準となる画像を選択してください。

日付

メッシュ作成
画像選択

NDVI

　2022/09/06 雲量 99%
▲

　2022/09/04 雲量 22%

　2022/09/01 雲量 63%

　2022/08/30 雲量 99%

戻る

可変施肥マップ作成

衛星画像の選択

可変施肥マップ作成圃場の辺を指定してください。

可変施肥マップ作成

72 72

60 60

60 60

60 48 48

60 48 48

48 48 48

48 48 48

48 48 48

48 48 48

48 48 48

48 48 48

48 48 48

48 48 48

60 60 48

72 72 60

個別
設定

可変施肥マップに基づいた

施肥量の設定

可変施肥の実施



①-1 リモセンデータによる可変施肥実証
TAFシステムによるNDVIデータから可変施肥マップを作成できるようシステム構築。

現在入手できる方法により作成した可変施肥マップをもとに可変施肥機による追肥を
実施し肥料コストの低減、品質及び収量の向上を図る。

使用機器 ： 可変施肥対応ブロードキャスター（AMAZONE ZA-V3200）・ 有人トラクタ（JOHNDEERE 6920）

GPSダイダンス（Trimble）・ TAFシステム（可変施肥マップ作成機能）

実証圃場のNDVI画像

慣行区 実証区

NDVI慣行区0.52 実証区0.45
5/9の画像を基に可変施肥マップ
を作成。実証区のNDVIが低い。

NDVI慣行区0.54 実証区0.50
止葉期の可変施肥を実施。

NDVI慣行区0.57 実証区0.56
施肥後28日目。
出穂揃い後15日程度。

NDVI慣行区0.52 実証区NDVI0.52
施肥後40日目。乳熟期。
圃場内のムラが減少。

NDVI値

高

低



①-2 リモセンデータによる可変施肥実証
実証試験の結果

TAFシステムを利用するメリット
関係機関からの営農支援を受けながら、目的に合わせた可変施肥を実施することができる。

⇒生産者が作成した可変施肥マップをJAや指導機関と共有することができることで、生産者自
身の経験だけに頼って可変施肥マップを作成するのではなく、多くの知見を含めて可変施肥
マップを作成できる。

⇒可変施肥技術導入のサポート体制の強化に繋がる。

十勝管内JA組合員であればTAFシステムでは無料で利用可能。
⇒他社を利用して実証圃場の可変施肥料金試算 A社：55,000円 B社：25,000円

❍

❍

実証結果）肥料コスト比較
～止葉期追肥～

慣行区～硫安20kg/10a
実証区～硫安30kg/10a(平均)

実証結果）収量・品質比較
慣行区 粗原収量13.1俵/10a

製品率 80.2% 製品反収10.5俵/10a
実証区 粗原収量12.5俵/10a

製品率 86.0% 製品反収10.7俵/10a
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②-1 共同収穫作業での情報共有
収穫作業での情報共有を進め、共同収穫関係者に普及する。また、第3者利用の

仕組みを活用し、輸送業者他への普及を図るとともにTAFを活用しての情報共有の
仕組みを十勝管内に広める。

使用機器 ： ＴＡＦシステム GPS （ﾓﾊﾞｲﾙ端末）

衛星（ｾﾝﾁﾈﾙ2）のNDVI
ﾃﾞｰﾀ活用による生育状況
の「見える化」

※TAFｼｽﾃﾑ画面

衛星（ｾﾝﾁﾈﾙ2）のNDVI
ﾃﾞｰﾀ活用による生育状況
の「見える化」

※TAFｼｽﾃﾑ画面

GPS （ﾓﾊﾞｲﾙ端末）ﾃﾞｰﾀ
からのコンバイン及び業
者ダンプ稼働状況の「見
える化」

※TAFｼｽﾃﾑ画面

GPS （ﾓﾊﾞｲﾙ端末）ﾃﾞｰﾀ
からのコンバイン及び業
者ダンプ稼働状況の「見
える化」

※TAFｼｽﾃﾑ画面



②-2 共同収穫作業での情報共有

携帯端末からコンバインや業者ダンプの位置情報を共有し、圃場への移動や工
場の待機状況の確認ができることによって作業効率が向上した。

刈取・受入伝票の一部ペーパーレス化を進めたことにより、伝票発行の省力化
となり、チェック作業も不要となった。

❍
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③収穫データシェアリング
収穫物受入後の収穫物情報をTAFシステムに反映し、生産者が圃場ごとの収穫物情

報を確認。また、第3者利用の仕組みを活用し、次期作の技術対策への活用を図る。

使用機器 ： ＴＡＦシステム

生産者 農 協

TAFシステム

第三者

（指導機関 ・ 輸送業者など）

収穫後の水分情報を生産者、農協担当者と共有することで、収穫判断やリアルタ
イムでの水分確認が可能になった。また、TAFシステムを通じて輸送業者と情報共有
し、効率的な輸送に繋がった。

実証試験の結果



今後の展望
【リモセンデータによる可変施肥】
今回の実証結果から得られた可変施肥もメリットや注意点を生産者に伝え、収量及び品質の向上、資材コストの低
減を達成でき、生産者の所得向上に繋げる。
関係機関の連携し、可変施肥に必要なセンシングデータの提供、それに基づく施肥指導を行う体制を整える。
小麦の他にも牧草やビート等の多くの作物に応用でき、また可変施肥機を所有していなくてもTAFシステム上で衛星
画像から生育情報を確認しながら手動により施肥の増減を行うこともできるため、活用範囲を広げる。

【共同収穫作業での情報共有・収穫データシェアリング】
TAFシステムの第三者利用によって、輸送業者や普及センター、農機メーカー等との連携強化により、きめ細かい指
導が可能となり生産向上と経費削減の達成を目指す。
今年度の実証においても、利用した生産者から「概ね良好（ペーパーレス化のヒアリング調査）」といった評価が
あり、運用が定着していくことにより、さらにスムーズな収穫情報の共有ができ、受け入れ作業効率の向上が可能
となる。

【共 通】
TAFシステムにおけるマッピングシステムは十勝管内21農協が利用できるため、JA幕別町での取り組みを普及し、

十勝管内全体で活用推進を実施していきたい。

十勝管内の畑作における可変施肥対応ブロードキャスター
既に所有する生産者は7%（83件/1,195件）、今後令和9年度までの導入を検討する生産者を
含めると25%（303件/1,195件）
※十勝の畑作農業におけるスマート農業技術導入実態調査（JA十勝農技協、R4調査）より

TAFシステムの衛星画像確認機能を既に使っている生産者は1,401件（2022年度実績）
⇒導入を検討する全生産者が可変施肥マップ作成機能を利用した場合、最大で1,401件×25%
＝350件（令和9年度末）の普及を期待



【連絡先】

幕別町農業協同組合（営農部） TEL：0155-54-4112

担 当 葛 西 （Email：t.kasai@ja-maku.nokyoren.or.jp ）

ご清聴 ありがとうございました。


